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	大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 統計数理研究所（所在地：東京都立川市、所長：樋口 知之）は来年2019年6月5日、創立75周年を迎えます。これを記念して同日、記念式典（会場：一橋講堂 学術総合センター2階）を開催します。また、今年6月より、創立75周年記念事業を開始し、第1弾として、統計数理研究所においてオープンハウスを下記のとおり開催します。
	2018年6月14日（木）　オープンハウス 連携イベント　『産学連携シンポジウム』
	2018年6月15日（金）　オープンハウス　『データサイエンスが切り拓く、ひとと社会の未来』
	統計数理研究所によるこれまでの革新的な研究成果は次の通りです。
	情報量規準 統計モデルの良さを客観的に比較できる
	数量化理論 感性などの質的なデータも解析できる
	時系列解析 時間とともに変わる複雑な現象を予測・制御できる
	ベイズモデリング 潜在的な構造や因子を浮き彫りにできる
	データ同化 データを使ってシミュレーションを系統的に改良できる
	情報量規準は、1974年に論文発表され、これまでに多数の論文に引用されてきました(赤池記念館参照http://www.ism.ac.jp/akaikememorial/index.html)。数量化理論は、サンプリングによる社会や世論の調査に貢献しました。1944年創立の統計数理研究所は、戦後すぐの1948年には「日本人の読み書き能力調査」に参加しています。また1953年以来５年毎に「日本人の国民性調査」という社会調査を継続実施しています。今年には第14次調査を実施予定です。さらに、時系列解析(粒...
	新発見とイノベーションへの飛翔
	＜本件に関するお問い合わせ先＞ 大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 統計数理研究所 運営企画本部 広報室 TEL：050-5533-8500（代表）　E-mail：kouhou@ism.ac.jp 〒190-8562　東京都立川市緑町10-3

